
●
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
州
フ
ァ
イ
ザ
ー
バ
ー
ド

タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
崩
壊
か
ら
数
カ
月
た
っ
た

二
○
○
二
年
三
月
、
私
は
ワ
ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン

・
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
教
育
支
援
チ

ー
ム
（
日
本
の
六
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
一
一
人
が
参
加
）

の
一
員
と
し
て
ユ
ニ
セ
フ
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
＝
国

連
児
童
基
金
）
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
務
所
に
出

向
し
、
Ｂ
Ｔ
Ｓ
（B

ack to School C
am

paign

）
を

担
当
す
る
た
め
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
最
東
北
州
バ

ダ
フ
シ
ャ
ン
州
都
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
バ
ー
ド
に
赴
任

し
た
。

Ｂ
Ｔ
Ｓ
は
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
時
代
に
禁
止
さ
れ

て
い
た
普
通
教
育
普
及
の
た
め
の
全
国
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
当
初
、
一
八

○
万
人
の
就
学
年
齢
児
を
対
象
と
し
た
当
時
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
暫
定
政
権
の
学
校
教
育
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

九
・
一
一
直
後
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
勤
務
す

る
国
連
の
国
際
職
員
は
国
外
避
難
と
な
っ
た
た
め
、

当
時
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
内
の
事
務
所
は
主
に
現

地
ス
タ
ッ
フ
の
指
揮
の
下
に
機
能
し
て
い
た
も
の

の
、
司
令
塔
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー

事
務
所
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
に
置

か
れ
て
い
た
。

他
の
国
連
機
関
も
大
抵
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
に
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
務
所
を
設
置
し
て
い
た
た
め
、

当
時
は
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
か
ら
直
接
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
主
要
都
市
に
国
連
機
が
飛
ん
で
い
た
。

約
一
週
間
の
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
で
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
私
も
い
よ
い
よ
フ
ァ
イ
ザ
ー

バ
ー
ド
入
り
で
あ
る
。
が
、
私
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
バ

ー
ド
入
り
は
雪
の
た
め
、
予
定
よ
り
も
一
週
間
も

遅
れ
て
し
ま
っ
た
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
バ
ー
ド
便
に
搭

乗
す
べ
く
空
港
で
散
々
待
た
さ
れ
た
結
果
の
「
天

候
不
良
の
た
め
欠
航
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
二
度
も

が
っ
か
り
さ
せ
ら
れ
た
後
、
遂
に
一
週
間
後
に
フ

ァ
イ
ザ
ー
バ
ー
ド
に
降
り
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
物
事
が
計
画
通
り
に
進

ま
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
特
に
冬
季
の
悪
天
候
に

よ
る
頻
繁
な
フ
ラ
イ
ト
の
欠
航
に
は
泣
か
さ
れ
た
。

が
、
こ
の
よ
う
な
時
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
で
あ
れ

ば
、「
イ
ン
シ
ャ
ア
ッ
ラ
ー
」（
神
の
お
望
み
の
ま

ま
に
）
と
言
っ
て
済
ま
す
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
少
し
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
の
概
要
を
紹
介
す

る
。
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
を
聞
い
た
こ
と
が
な
く
て
も
、

ワ
ハ
ン
回
廊
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
い
る

だ
ろ
う
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
盲
腸
と
も
呼
ば
れ

る
東
北
に
細
長
く
伸
び
た
ワ
ハ
ン
回
廊
と
そ
の
根

元
の
辺
り
が
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
州
だ
。「
中
世
の
よ

う
な
」
と
同
僚
が
形
容
し
た
フ
ァ
イ
ザ
ー
バ
ー
ド

が
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
の
州
都
で
あ
る
。

パ
ミ
ー
ル
高
原
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
に

挟
ま
れ
た
あ
た
り
に
位
置
す
る
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
の

海
抜
高
度
は
高
く
、
人
々
は
長
く
厳
し
い
冬
と
対

峙
す
る
。
特
に
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
と
国
境
を
接
す
る

ワ
ハ
ン
を
含
む
数
郡
は
雪
の
た
め
冬
季
の
ア
ク
セ

ス
は
不
可
能
と
な
り
、
陸
の
孤
島
と
化
し
て
冬
を

耐
え
忍
ぶ
。

推
定
人
口
一
○
○
万
人
弱
の
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
の

山
岳
地
帯
の
人
々
は
、
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
農
業

が
営
ま
れ
、
麦
、
各
種
野
菜
、
果
物
な
ど
が
栽
培

さ
れ
る
。
農
作
物
と
い
え
ば
、
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
は

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
有
数
の
芥
子
（
け
し
）
の
産
地

で
も
あ
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
阿
片
生
産
は
、

一
国
の
み
で
世
界
市
場
の
需
要
を
満
た
し
て
し
ま

う
程
の
勢
い
だ
が
、
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
も
そ
の
生
産

高
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
幸
運
を
呼

ぶ
青
い
石
と
し
て
人
気
の
ラ
ピ
ス
・
ラ
ズ
リ
は
バ

ダ
フ
シ
ャ
ン
の
特
産
で
あ
る
。

バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
は
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
時
代

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
教
育
支
援
─
僻
地
で
の
初
の
女
子
校
建
設

特集／ターリバーン敗走から6年目のアフガニスタン

北
原
聡
子
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の
拠
点
の
一
つ
で
あ
り
、
一
九
九
二
年
に
バ
ダ
フ

シ
ャ
ン
出
身
の
ラ
ッ
バ
ー
ニ
ー
師
が
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
大
統
領
に
就
任
す
る
と
、
そ
の
大
統
領
時

代
に
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
バ
ー
ド
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
首
都
に
制
定
さ
れ
た
。
タ
ー
リ
バ
ー
ン
時
代
に

は
タ
ー
リ
バ
ー
ン
が
陥
落
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
殆
ど
唯
一
の
場
所
で
あ
っ
た
。

タ
ー
リ
バ
ー
ン
崩
壊
後
の
暫
定
政
権
は
、
他
部

族
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た
も
の
の
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー

ン
人
寄
り
で
あ
り
、
タ
ジ
ク
人
を
中
心
と
す
る
バ

ダ
フ
シ
ャ
ン
は
政
策
的
に
優
先
順
位
を
低
く
さ
れ

が
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
北
地
方
の
端
っ
こ
に

位
置
し
、
交
通
の
便
も
悪
い
た
め
、
地
理
的
に
も

中
央
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
で
は
あ
る
が
、
タ
ー
リ

バ
ー
ン
の
影
響
が
及
ば
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
時

代
も
普
通
教
育
が
継
続
し
て
い
た
の
は
特
筆
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
。
禁
止
さ
れ
て
い
た
女
子
教
育
も

バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
で
は
続
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

州
民
の
教
育
に
対
す
る
理
解
は
他
州
と
比
べ
る
と

高
い
。

当
時
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
私
は
こ

の
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
の
地
で
三
年
近
く
に
渡
り
教
育

支
援
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

●
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
教
育
課
題

私
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
赴
任
し
た
二
○
○
二

年
の
暫
定
政
府
の
教
育
政
策
は
、
と
に
か
く
学
校

教
育
の
再
開
・
再
建
で
あ
り
、
児
童
の
就
学
率
の

向
上
で
あ
っ
た
。
特
に
児
童
数
増
加
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
た
。
国
民
の
教
育
へ
の
理
解
促
進
、
就
学

率
の
向
上
、
教
材
と
文
房
具
の
配
布
、
校
舎
の
修

築
と
建
設
、
教
員
数
の
増
加
な
ど
が
取
り
組
ま
れ

た
。
同
時
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
、
教
育
省
の

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
も
進
め
ら
れ
た
。

Ｂ
Ｔ
Ｓ
は
予
想
以
上
の
成
果
を
収
め
、
Ｂ
Ｔ
Ｓ

初
年
の
二
○
○
二
年
は
計
画
を
大
幅
に
上
回
る
三

○
○
万
人
以
上
の
児
童
が
通
学
し
始
め
た
。
バ
ダ

フ
シ
ャ
ン
州
教
育
局
な
ど
は
、
受
け
入
れ
態
勢
が

整
わ
な
い
た
め
、
こ
れ
以
上
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活

動
は
し
な
い
と
言
う
程
で
あ
っ
た
。
更
に
毎
年
五

○
万
人
も
増
加
し
て
い
く
児
童
に
適
切
な
教
育
を

提
供
す
る
教
育
の
「
質
」
の
向
上
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
き
た
。

参
考
ま
で
に
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
時
代
の
推
定
就

学
率
（
一
九
九
九
年
）
は
世
界
最
悪
レ
ベ
ル
の
男

子
三
八
％
、
女
子
三
％
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、
Ｅ
Ｆ

Ａ
レ
ポ
ー
ト
）
だ
っ
た
も
の
が
、
二
○
○
三
年
に

は
男
子
六
七
％
、
女
子
四
○
％
（
ユ
ニ
セ
フ
、 

M
ultiple Indicator C

luster Survey 2003

）
ま
で
増

加
し
て
い
る
。

現
在
の
政
府
の
教
育
分
野
の
主
な
取
り
組
み
は
、

更
な
る
就
学
率
の
向
上
、
特
に
女
子
教
育
の
推
進

と
地
域
格
差
の
是
正
、
教
員
、
特
に
僻
地
で
の
女

性
教
員
の
数
と
質
の
確
保
、
教
育
イ
ン
フ
ラ
の
数

と
質
の
確
保
、
数
年
前
か
ら
続
い
て
い
る
教
育
課

程
の
整
備
な
ど
で
あ
る
。
教
育
省
の
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
も
引
き
続
き
課
題
の
一
つ
だ
。

加
え
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は
未
だ
に
信
憑
性

の
あ
る
教
育
デ
ー
タ
が
な
い
。
デ
ー
タ
収
集
の
シ

ス
テ
ム
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
も
大
き
な
課
題
で

あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
教
育
を
推
進
し
て
い
く
上

で
大
き
な
問
題
が
治
安
の
問
題
で
あ
る
。
残
念
な

が
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
治
安
は
こ
こ
数
年
悪
化

の
一
途
に
あ
る
。

例
年
冬
場
は
寒
さ
の
た
め
か
テ
ロ
活
動
が
鈍
化

す
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、
二
○
○
六
年
の
冬
は
自

爆
テ
ロ
を
含
め
、
反
政
府
活
動
が
増
加
し
た
。
と

り
わ
け
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
基
盤
の
南
部
で
は
テ
ロ

活
動
が
激
化
し
て
い
る
。
普
通
教
育
を
認
め
な
い

タ
ー
リ
バ
ー
ン
や
反
政
府
分
子
は
学
校
を
テ
ロ
の

標
的
と
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

南
部
を
中
心
に
、
学
校
が
焼
か
れ
、
教
師
が
殺

害
さ
れ
、
何
百
と
い
う
学
校
が
閉
鎖
に
追
い
込
ま

れ
て
い
る
。
教
員
や
教
育
局
の
職
員
も
反
政
府
分

子
の
テ
ロ
対
象
と
な
る
た
め
、
誇
張
で
は
な
く
命

が
け
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
頭
が
下

が
る
。

比
較
的
教
育
に
理
解
の
あ
る
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
州

で
は
、
今
の
と
こ
ろ
教
育
に
対
す
る
テ
ロ
の
脅
威

は
少
な
い
。
他
の
地
域
と
比
較
し
て
、
小
学
校
へ

の
女
子
就
学
率
も
良
い
。
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
の
今
後

の
教
育
課
題
は
、
更
な
る
質
の
向
上
で
あ
ろ
う
。

●
世
界
一
妊
産
婦
死
亡
率
の
高
い
バ
ダ

フ
シ
ャ
ン
州
ロ
グ
郡
に
初
の
女
子

校
を

Ｂ
Ｔ
Ｓ
担
当
中
、
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
州
ロ
グ
郡
は
、

教
育
に
理
解
の
あ
る
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
に
お
い
て
、

二
○
○
三
年
ま
で
女
子
児
童
が
全
く
存
在
し
な
か

っ
た
こ
と
が
私
の
目
を
引
い
た
。

そ
し
て
、
も
っ
と
驚
く
べ
き
事
実
が
判
明
し
た
。
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二
○
○
二
年
に
ユ
ニ
セ
フ
と
米
国
疾
病
予
防
管
理

セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
妊
産
婦

死
亡
率
調
査
で
、
調
査
対
象
の
一
つ
と
な
っ
た
ロ

グ
郡
の
数
値
が
驚
異
的
な
数
字
で
世
界
最
悪
値
を

示
し
た
の
だ
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
全
国
平
均
死

亡
率
は
一
○
万
人
中
一
六
○
○
人
で
、
こ
の
数
値

で
さ
え
世
界
最
悪
レ
ベ
ル
で
あ
る
が
、
ロ
グ
で
は

一
○
万
人
中
六
五
○
○
人
を
記
録
し
た
。

ロ
グ
郡
は
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
州
北
西
部
に
位
置
し
、

推
定
七
万
人
の
人
々
が
約
二
五
○
の
村
落
に
生
活

す
る
。
州
都
フ
ァ
イ
ザ
ー
バ
ー
ド
か
ら
の
距
離
は

で
、
世
界
最
悪
の
妊
産
婦
死
亡
率
が
測
定
さ
れ
た

理
由
の
一
つ
は
、
医
療
施
設
の
不
在
、
医
療
専
門

家
の
不
在
に
加
え
て
、
明
ら
か
に
女
子
教
育
の
不

在
で
あ
ろ
う
。
州
教
育
局
も
そ
れ
を
認
識
し
、
早

急
な
対
策
を
模
索
し
て
い
た
。

う
れ
し
い
こ
と
に
、
最
初
の
反
応
は
住
民
の
中

か
ら
出
て
き
た
。
女
子
児
童
が
男
子
に
混
じ
っ
て

学
校
に
通
い
始
め
た
の
だ
。
二
○
○
三
年
三
月
二

一
日
、
ナ
ウ
・
ル
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
新
年
お
よ
び
新
学
年
度
を
迎
え
、
ロ
グ
の

四
○
○
名
余
り
の
女
の
子
が
学
校
に
通
学
し
始
め

た
。し

か
し
州
教
育
局
は
懸
念
し
て
い
た
。
女
子
児

童
が
増
加
し
て
も
、
こ
の
ま
ま
男
子
校
で
勉
強
し

て
い
て
は
、
三
、
四
年
生
で
退
学
し
て
し
ま
う
だ

ろ
う
。
男
女
が
同
席
し
て
授
業
を
受
け
ら
れ
る
の

は
せ
い
ぜ
い
そ
の
位
の
年
齢
ま
で
だ
。
容
姿
を
隠

す
た
め
一
二
、
三
歳
頃
か
ら
ブ
ル
カ
を
か
ぶ
り
始

め
る
よ
う
な
風
習
の
中
で
（
タ
ー
リ
バ
ー
ン
後
も

地
方
で
は
未
だ
に
大
多
数
の
女
性
が
ブ
ル
カ
を
着

用
し
て
い
る
）、
学
校
と
い
え
ど
男
女
同
席
が
ま

か
り
通
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
男
女
別
席
の

文
化
は
教
師
と
生
徒
の
間
で
も
例
外
で
は
な
い
。

女
子
教
育
を
推
進
し
て
い
く
に
は
女
子
校
建
設
が

急
務
で
あ
っ
た
。
父
兄
か
ら
も
女
子
校
を
建
設
し

て
欲
し
い
と
の
嘆
願
が
州
教
育
局
に
届
い
た
。

女
子
教
育
へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
今
、

ロ
グ
へ
の
女
子
校
建
設
は
州
教
育
局
の
優
先
懸
案

事
項
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
で

教
育
支
援
に
従
事
す
る
者
と
し
て
、
そ
れ
は
私
の

大
き
な
願
い
と
も
な
っ
た
。

バ
ダ
フ
シ
ャ
ン
で
学
校
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
て
い
た
い
く
つ
か
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
連
機
関

な
ど
に
ロ
グ
で
の
女
子
校
建
設
の
可
能
性
を
打
診

し
て
み
た
が
、
ど
の
団
体
も
、
予
算
の
問
題
や
不

便
な
立
地
な
ど
を
理
由
に
実
施
は
難
し
い
と
い
う
。

ほ
っ
て
は
お
け
ず
、「
誰
も
や
ら
な
い
の
な
ら

私
が
何
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
バ
ダ
フ
シ
ャ

ン
に
関
わ
っ
た
者
の
義
務
感
か
ら
、
ロ
グ
初
の
女

子
校
建
設
に
尽
力
す
べ
く
、
任
意
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
グ
ル
ー
プ
、
チ
ョ
ロ
ネ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
た
。
学
校
建
設
自
体
は
州
教
育
局
が
実
施

主
体
と
な
り
、
チ
ョ
ロ
ネ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
側

面
か
ら
建
設
資
金
支
援
を
す
る
と
い
う
役
割
分
担

で
ロ
グ
郡
初
の
女
子
校
建
設
が
始
ま
っ
た
（
チ
ョ

ロ
ネ
と
は
、
現
地
の
言
葉
、
ダ
リ
ー
語
でW

hy 

not?

の
意
味
で
あ
る
。
ア
フ
ガ
ン
人
は
会
話
の
中

で
頻
繁
に
「
チ
ョ
ロ
ネ
」
と
口
に
す
る
。
こ
れ
は

依
頼
に
対
す
る
肯
定
的
な
返
答
と
し
て
よ
く
用
い

ら
れ
る
。「
ロ
グ
に
女
子
校
を
建
て
よ
う
、
女
子

教
育
を
普
及
さ
せ
よ
う
」、「
そ
う
し
よ
う
！
」
と

い
う
よ
う
に
、
女
性
の
夢
を
支
援
し
た
い
と
い
う

思
い
を
込
め
て
名
付
け
ら
れ
た
）。

実
際
の
建
設
工
事
は
地
元
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
請
け
負

っ
た
。
州
政
府
の
希
望
に
よ
り
、
将
来
の
予
想
女

子
児
童
数
を
加
味
し
て
政
府
の
基
準
を
も
と
に
一

二
教
室
を
備
え
る
校
舎
が
設
計
さ
れ
た
。
初
・
中

等
教
育
を
網
羅
す
る
女
子
高
校
と
な
る
。
教
室
に

加
え
、
机
と
い
す
、
安
全
な
水
を
供
給
す
る
水
道

施
設
、
手
洗
い
、
敷
地
を
囲
う
塀
が
併
設
さ
れ
る
。

敷
地
を
囲
う
塀
は
特
に
女
子
校
に
お
い
て
は
、
女

子
児
童
、
生
徒
が
外
部
男
性
の
目
に
触
れ
な
い
た

建設中のビビ・マリアム女子校

約
九
○
キ
ロ
だ
が
、
野
を

越
え
山
を
越
え
川
を
越
え

の
険
し
い
道
の
り
で
、
道

路
状
態
の
良
い
時
で
車
で

六
時
間
も
か
か
る
。
山
岳

地
の
た
め
一
年
の
半
分
、

一
一
月
か
ら
五
月
の
間
は

雪
で
道
路
が
通
行
不
可
能

と
な
り
、
外
部
か
ら
遮
断

さ
れ
る
。
容
易
に
想
像
で

き
る
よ
う
に
長
く
厳
し
い

冬
の
生
産
活
動
は
非
常
に

困
難
と
な
る
。
夏
の
間
、

人
々
は
主
に
羊
、
や
ぎ
、

牛
な
ど
の
遊
牧
や
農
作
物

生
産
（
主
に
小
麦
）
で
生

計
を
た
て
る
も
の
の
十
分

な
収
入
と
は
な
ら
ず
、
貧

困
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
ロ
グ
の
地
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め
の
大
切
な
部
分
で
あ
る
。

工
事
は
二
○
○
四
年
の
春
に
着
工
し
た
。
が
、

当
初
順
調
に
開
始
し
た
か
に
見
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
早
速
困
難
に
直
面
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
予
算
は
前
年
の
早
い
時
期
に
見
積
も
ら
れ
て
い

た
が
、
激
し
い
イ
ン
フ
レ
の
た
め
予
算
を
大
幅
上

方
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
特
に
建

設
資
材
費
や
運
搬
費
な
ど
が
か
な
り
の
割
合
で
上

昇
し
て
い
た
。
ロ
グ
の
よ
う
な
道
路
の
整
っ
て
い

な
い
僻
地
へ
の
運
搬
費
は
、
相
当
の
予
算
を
見
積

も
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
ロ
グ
住
民
が
、
当
初
政
府
に
提
供
し
た

と
し
て
の
食
糧
支
給
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
協
力
し
て

い
た
が
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
の
食
糧
在
庫
状
況
に
よ
り
、
労

働
者
に
配
布
す
る
の
に
充
分
な
食
糧
が
Ｗ
Ｆ
Ｐ
か

ら
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
ま
た
し
て
も
支
出

を
引
き
上
げ
た
。

フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
は
、
日
本
政
府
の
草
の

根
無
償
へ
の
申
請
、
私
の
帰
国
時
の
講
演
活
動
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ち
ら
し
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、
バ
ザ
ー

へ
の
ア
フ
ガ
ン
民
芸
品
の
出
展
な
ど
、
友
人
の
協

力
を
得
て
可
能
な
活
動
を
行
っ
た
。
募
金
額
が
工

事
の
進
行
に
追
い
つ
い
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、

と
に
か
く
早
く
女
子
児
童
に
勉
強
で
き
る
環
境
を
、

と
の
思
い
か
ら
前
倒
し
で
工
事
を
実
施
し
た
（
二

○
○
七
年
二
月
現
在
、
あ
と
一
○
○
万
円
程
不
足

し
て
い
る
）。

前
述
し
た
よ
う
に
、
ロ
グ
へ
は
一
年
の
半
分
以

上
は
ア
ク
セ
ス
で
き
ず
、
で
き
て
も
片
道
六
時
間

以
上
の
場
所
に
位
置
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
も
し
に
く
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
あ
る
。
二
○
○
四
年
当
時
は
Ｗ
Ｆ
Ｐ
で
正

規
の
仕
事
を
抱
え
る
私
自
身
が
個
人
的
に
ロ
グ
に

行
く
の
は
か
な
り
難
し
い
部
分
が
あ
っ
た
た
め
、

他
の
国
連
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
が
ロ
グ
に

行
く
と
の
噂
を
聞
く
と
、
学
校
の
視
察
と
写
真
撮

影
を
お
願
い
し
た
。

工
事
の
請
負
業
者
（
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
は
、
建
設

工
事
一
般
の
腕
に
つ
い
て
は
信
頼
が
置
け
る
と
の

噂
で
は
あ
っ
た
が
、
事
務
能
力
に
つ
い
て
は
多
く

の
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
同
様
大
き
な
改
善
が
望
ま
れ
た
。

定
期
報
告
が
滞
る
、
し
か
も
遅
れ
て
提
出
さ
れ
た

報
告
書
の
内
容
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
、
彼
ら
と

の
連
絡
に
は
忍
耐
を
要
し
た
（
注
│
現
在
は
原
則

と
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
る
）。

当
初
半
年
で
終
了
す
る
計
画
で
あ
っ
た
工
事
は

期
間
延
長
と
な
り
、
長
い
冬
を
越
す
こ
と
と
な
っ

た
。
最
終
的
に
ロ
グ
郡
初
の
女
子
校
、
ビ
ビ
・
マ

リ
ア
ム
校
は
、
予
定
よ
り
一
年
遅
れ
の
二
○
○
五

年
一
○
月
に
完
成
に
辿
り
着
い
た
。
そ
し
て
二
○

○
六
年
に
、
約
七
○
○
名
の
女
子
生
徒
が
、
新
し

い
校
舎
で
行
わ
れ
る
授
業
を
受
け
る
た
め
、
元
気

に
登
校
し
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
前
述
の
よ
う
に
予
想
し

な
か
っ
た
問
題
が
次
々
と
発
生
し
、
迅
速
か
つ
臨

機
応
変
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
日

本
人
の
感
覚
で
、
計
画
さ
れ
た
企
画
書
ど
お
り
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
の
が
当
然
と
い
う
常

識
は
こ
こ
で
は
通
用
し
な
い
。

実
際
、
二
○
○
三
年
に
国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
勤
務
を
始
め
た
Ｗ
Ｆ
Ｐ
の
上
司
か
ら
は
、
物

事
が
プ
ラ
ン
通
り
に
進
ま
な
い
こ
と
の
方
が
当
た

り
前
で
、
問
題
に
直
面
し
た
際
に
、
そ
の
問
題
ひ

と
つ
ひ
と
つ
に
確
実
に
取
り
組
み
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
仕
事
だ
、

と
い
う
黄
金
律
を
学
ん
だ
。

（ 

き
た
は
ら　

と
し
こ
／
チ
ョ
ロ
ネ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
代
表
）

［
付
記
］
チ
ョ
ロ
ネ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
はhttp://w

w
w

.coeurecette.jp/chorone

ログ郡ヤワンの鳥瞰。中央部に横長に見える屋根がビビ・マリアム女子校

学
校
建
設
予
定
地
の
変
更
を

訴
え
て
き
た
。
代
わ
り
に
指

定
さ
れ
た
土
地
は
山
の
麓
で

傾
斜
し
て
お
り
、
地
盤
を
水

平
に
均
す
の
に
三
メ
ー
ト
ル

以
上
も
斜
面
を
削
り
取
る
と

い
う
想
定
外
の
仕
事
（
当
然

想
定
外
の
支
出
も
）
が
加
わ

っ
た
。

さ
ら
に
、
夏
場
は
農
作
業

に
忙
し
い
人
々
を
工
事
現
場

の
労
働
力
と
し
て
確
保
す
る

の
が
難
し
く
な
り
、
ま
た
労

働
者
の
市
場
価
格
も
著
し
く

上
昇
し
た
。

こ
の
女
子
校
建
設
は
Ｗ
Ｆ

Ｐ
（
国
連
世
界
食
糧
計
画
）

の
フ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー

ク
と
呼
ば
れ
る
労
働
の
対
価
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